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汚染水処理対策委員会について 

１ 

 
・経済産業大臣が議長を務める「廃炉対策推進会議」の下に、本年４月、「汚染水処理対策委員会」を設置。汚染水問題全体に
係る中長期的な対策について、検討を実施し、５月３０日に「地下水の流入抑制のための対策」をとりまとめ、凍土方式による
陸側遮水壁の設置等を決定。 
・今後、汚染水問題の抜本的な解決に向け、緊急対策と汚染水流出の原因を絶つ抜本対策について、今後の進め方等を検討
し、対策を具体化する。 
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汚染水処理対策委員会 検討状況 

２ 

○汚染水処理対策委員会 
 
４月２６日 汚染水処理対策委員会（第１回） 
 汚染水処理対策委員会の趣旨、検討の進め方 
 当面の対応等 
 地下水流入抑制のための抜本策 
 トリチウムの処理方法 
  

５月１６日 汚染水処理対策委員会（第２回） 
 今後の検討の方向性について 
 現在の対応の進捗状況等について 
 地下水流入抑制のための方策について 

 具体的方策についての整理・評価 
 地下遮水壁に係るゼネコンからの追加提案 

 今後の議論の進め方について 
  

５月３０日 汚染水処理対策委員会（第３回） 
 地下水の流入抑制のための対策（案）⇒報告書 
                            （※次頁参照） 
  

８月８日 汚染水処理対策委員会（第４回） 
 汚染水処理対策委員会の当面の進め方 
 タービン建屋東側の地下水汚染の現状と対策の報告 
 原子力規制庁の汚染水への対応 
  

８月２３日 汚染水処理対策委員会（第５回） 
 H4エリアにおけるタンク漏えいの状況 
 汚染水問題に関する各対策の実施状況 
 福島第一原子力発電所周辺の地質、地下水及びその解析 

○陸側遮水壁タスクフォース 
 
７月１日 陸側遮水壁タスクフォース（第１回） 
 陸側遮水壁タスクフォースの設置 
 陸側遮水壁の今後の進め方 
  

８月８日 陸側遮水壁タスクフォース（第２回） 
 前回指摘事項の確認 
 フィージビリティ・スタディ事業の今後の進め方 
  

８月２０日 陸側遮水壁タスクフォース（第３回） 
 フィージビリティ・スタディ事業の内容、進め方について 
  

※今後、専門的知見を活用して、潜在的なリスクを洗い
出し、不断に具体的な予防対応や緊急対応のあり方
について検討する。 
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